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●法事の際に、参列者の感情はどのように推移していくのだろうか?

 法事が始まる前は緊張した表情を感じることが多い。法事後は安堵だったり、明る
い表情を感じることが多く、明らかに、法事の前と法事の後では表情が違うことが

あり、「感情推移」について興味を持ち調査してみたいと思った。




興味があったこと



●法要前と法要後の参列者の感情変化について

◯方法

　　事前に参列者の席に質問表を置いておき、開式前と開式後に回答いただく。

◯実験場所

　　法事の貸式場

◯質問表

　　「感情選択」と「自由記載」の2問。
◯回答時間

　　各3分
◯被験者数:
　　47人 法事内容(49日・★回忌)や参列区分(施主・親族)では分けず、 参列され
　　た方でご協力をいただける方を対象とした。




研究詳細



・ネガティブ感情が少なくなり、ポジティブ感情が増えるのではないか？




仮説



中間ワードクラウド分析

法事前の感情 法事後の感情

「悲しみ」や「感傷」といったワードが小さくなり、「感謝」を中心に「前向き」「つながり」という言葉が大きく

なったことがわかる。また法要前にはあわられなかった「自分らしさ」「楽観」「希望」といったポジティブな言葉

が法要後にあらわれているが、「孤独」や「罪悪感」といったネガティブな言葉も現れていることがわかった。



中間共起ワード分析

法事前の感情 法事後の感情

法要前は、「信頼」が起点となり、広がっているが法事後は、「愛」「感謝」が起点となっているワードで

繋がっていることが分析からわかった。

また線でつながっているワードが「法事後」に増加していることがわかった。



中間ポジティブな感情とネガティブな感情のAI分析

法事前の感情 法事後の感情

法要前と後を比べてみると、法要後はポジティブ感情が増えると想定をしていたが、結果は、ネガテ

ィブな感情だけではなく、ポジティブな感情も減り、中立の感情になっていくことがグラフよりわか

る。



中間

◯法事を行うことは、心の中の感情や想いがバラバラだったものが、整理されたり、

つながったりすることで感情は落ち着き、中立になっていくことが今回の質問表の結果か

ら推測される。

◯焼香を行ったり、静かに座っている法事の時間は、自身や故人と向かい合い、心の整理

がおこなわれる貴重な時間であることが推測される。




現時点での気づき



中間幸せの４つの因子との相関性

幸せの４因子幸せの４因子

◯法要後は、４つの因子のうち３つの因子に相関する言葉の増加があり、法事を行うこと

は、「幸福」と親和性が高いことが推測される。



中間

◯死者との関係は、「死」で無くなるのではなく、「つながり」を大事にしてきた文化を

　であることを振りかえり、法事は様々な役割があることがみえてきた。

　

◯死者への供養をきっかけに、自身の内側を見つめたり、家族との関係性を確認したり

自身の心を整理する時間となっていることが想定され、もう少し被験者数を増やし、

これからの研究を進めていきたい。

一旦ここまで


